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今回の取組に至った経緯

理論
・あるものに対する、知識の深化
・深化により見えてきた課題や分析

例えば人口減少、高齢化、歴史、文化など無限に存在するもので、
大学等でも研究が盛んであり、
経営学で言うと、戦略・財務・会計・マーケティング組織などの理
論知識が存在している。

実践

・理論を理解したうえで、現実で問題解決を行う上での知識

どの分野でも必要となる行為であり、いずれ社会人になるのであ
れば、いつ経験しても良いものと認識

理論から実践 実践から理論

理論学習の授業

市内中学校

実践学習の機会

(現状と課題）
・売価ー仕入＝売上（利益）をわかり
やすく理解する説明や決まった
ワークシートがない。
・指導者は、理論に関する知識が不足し
ている方もいるため、中学生にどう指導
したらよいかわからない。
・単発の取組が多く、新たに実施する際も
１から構築するため指導者の負担が大
きい。
・取組した結果の課題や解決策が共有
できていない。等々

理論学習と実践学習の橋渡し
生徒×地域×学校の新たなモデル事業の模索



Teen Market2023 概要

スケジュール 実施した内容 東大FS生 作成

#1(9月) 役職の説明・役職決め 出店内容の決定 教材、ガイド

#特別編(〃) 出店企画書の作成 教材

#2 (10月) 仕入れ交渉 予算の作成 教材、ガイド

#3(11月) マーケティングオペレーションと事例 教材、ガイド

#4 (〃) 作業編 チラシ、POPの作成など なし

#5(12月) Teens market本番 教材

#6 (3月） 振り返り、現地報告会 教材

教材…中学3年生が使用 / ガイド…地域の指導者が使用
#2,#5,#6は、東大FS生と中学生の対面形式のためガイドはなし
#4は、#3教材、ガイドを参考に作業したため、教材、ガイドはなし

2023の活動内容
参加してくれた中学生から、土佐市の特産品を使ったお弁当、フルーツサンドを販売したい意見がありました。土
佐市のイベント（参加者150名うち半分程度は土佐市外か県外）で100食のお弁当を販売しました。

今年は、東大FS2年目の年です。



教材とガイドの作成（2023東大FS生のコメント）
教材作成の改善点
・実際にリアルタイムで参加していないので、使用感のイメージが湧きにくく内容や
構成が終始手探りの状態になってしまった
・教材の提出が話し合いの直前になったことが複数回あった
・教材のコンセプトがブレてしまうことがあった

次年度以降に向けて必要な取り組み
・FS学生も話し合いなどに参加していく必要がある
・早めに作成し関係者と教材について話し合いタイミングがあると良い
・このイベント一連のコンセプトを議論して納得する必要がある

教材とガイドの作成（土佐市から見たコメント）

・作成いただいた教材やガイドのコンセプトを聞く機会が少なかった

・中学生は、我々、大人の意見よりも東大FS生からのコメントに耳を傾けていたし、

FS生に興味深々



2023年度･･･教材づくり、ガイドの作成、出店販売

中学生と指導者が実施

イベント出店

地域の応援

仕組みが、より理解できる

実
施
後
、
振
り
返
り

東大FS生にご協力いただきたい内容

2024年度

東京大学 FSで考えた
教材の提供

東京大学 FSで考えた
教材の提供

中学生と指導者が実施

イベント出店

実
施
後
、
振
り
返
り

地域の応援

仕組みが、より理解できる

①2023年に作成いただいた、教材・ガイドの解説動画の作成
②新たな教材づくり、ガイドの作成（銀行からの借入書、仕入先依頼書、接客マナー）
③中学生向け、参加募集のチラシの作成



「この活動を通じて我々も成長したい」と思っています。

前年度の課題を改善する「試行錯誤型」の、変化しつづける取組でありつづけたい
中学生が参加する授業の2週間前には、教材・ガイド・動画など必要なものが提供されている
状態で、授業前に最低1回オンライン会議を行うスケジュールを予定しています。※参加グループ内で
どなたかがご参加頂くよう調整頂いてかまいません。

東大FS生も、中学生も、市役所も、縦のつながりを作っていく
昨年度作成いただきました教材・ガイドを基に作成いただく解説動画は、2023年参加FS生に
確認しながら、作成をお願いします。2024年度に新たに作成する教材・ガイドにつきましては、
相談しながら作っていきましょう。

※2023年度と2024年度で変化した点

本日は貴重な時間をいただきありがとうございました。
皆さまのご参加をお待ちしております。


